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幼児の構音における代置の誤りと，その改善過程の分析

小椋たみ子＊

　　　　　　　　　　　　Tam1ko　OGURA
　　　　An　Ana1ys1s　of　the　Subst1tut1on　Errors　and

the　DeYe1opmenta1process　m　Young　ch11d．ren’s　Art1cu1at1on

　Abs加鮒佐　Th1s　paper　myest1gates　the　artlcu1atory　deve1opment　of〔s〕〔z〕〔∫〕〔ts〕

〔dz〕soundls　（here　standard　speech　sounds）m　young　ch11dren　Exp　I　dea1s　w1th　the

product1on　of　speech　sounds　and　Exp　II　tr1es　to　c1ar1fy　the　recogmt1on　of　them

　D1stmct1ve　feature　anaユys1s　m　Exp　I　demonstrated　that　the　subst1tut1on　errors　were

h1gh1y　cons1stent　and　systemat1c，and　each　sound　was　mterre1ated　c1ose1y　A　fo11ow　up

study　md1cated　when　a　new　feature　was　added，1t　was　combmed　w1th　others　a1ready

present　to　form　a　new　c1ass，and　a　ch11d’s　repert01re　was　exむended　by　seyera1sounds

　In　Exp　II，the　audltory　d1scr1mmat1on　between　standard　speech　sound　and　h1s　own

subst1tuted　speech　sound　was　tested　for25m1sart1cu1atmg　ch11dren　m　Exp　I　Group

mean　score　of　mcorrect　d1scrlmmat1on　responses　was3032％　It1s　suggested　that　though

ch11dren　m1sart1cu1ate〔s〕〔z〕〔∫〕〔ts〕〔dz〕sounds　they　have　a1ready　been　ab1e　to

recogmze　them　to　a　certam　degree

問　　　　題

　幼児が日本語の音韻体系の音を構音できるようになる

構音能力についての研究は，発達心理学者や言語障害の

治療にたずさわっている研究者により行われてきた（牛

島⑤森脇（1943）；中島ほか（1962）；梅林。高木（1965）

；安田（1966）；坂内（1967）；大和田ほか（1969）；

Yasuda（1970），中西ほか（1972））。これらの研究によ

り，構音の容易な音，むずかしい音，各音の獲得年令な

ど構音についての大まかな発達の姿があきらかにされて

きた。

　中島らの1；0～2；11児を対象にした研究によると

日本語音節を正しい場所で正ししく調音する行動は1才

後半に著しい発達を示すが，まだ充分に分化するには至

っておらず，言語行動の一環として体制化されるのは2

才を通してである。母音，鋤音、破裂音，破擦音のうち

の〔tG〕及ぴ〔（d）逐〕，鼻音〔m〕〔n〕〔皿〕の諸音節

の調音行動は2才末でも，まだ完全でない。破擦音のう

ちの〔ts〕，摩擦音のうちの〔Q〕〔φ〕〔h〕〔g〕多弾音

〔工〕の諸音節の調音行動は2才末でも，その体制化は

ごく初期のレベルにある。

　2；1O～4；8児を対象とした坂内（1967）によると

＊島根大学教育学部障書児研究室

4歳期には構音能力は，きわめて高い水準に達し，発達

速度が著しいのは3；6と4；6のあいだであろうとし

ている。25％以上の子どもが誤る音声は争4；6では語

頭のrだけであるが，3；6では，すべての音脈におけ

るs，ts，dz，及び語頭のr，語頭，語中の9が誤構音

されている。

　構音が比較的容易な音は，①構音運動として容易な

音，②耳で聞いて弁別しやすい音，⑧言葉の中に頻繁に

でてくる音，④構音運動がよくみえる音，である。この

逆の音は獲得が遅れる。

　Fry（1966）は，より沢山の筋肉の使用，細かい協応

を必要とするので生産がむずかしい音として／s，r，θ，

6／をあげている。Mcdona1d（1964）も，〔s〕〔z〕〔∫〕

〔t∫〕〔d3〕〔1〕〔r〕を，　より細かい感覚運動の相互作

用を必要とする複雑な音としている。ソ連のLya㎜1na

ほか1963（S1ob1n，1966による）も空気の流れと，構

音を協応させる能力の生理学的な成熟に達していない為

に困難な音として，z，s，乞，§，§6，6，ts，kh，f，rをあ

げている。Te皿p1m（1957），Leopo1d（1953）も同様

な音を報告している。

　以上のような個人差をこみにした，どの音が何才ぐら

いで正しく構音できるようになるという年令的標準の設

定の研究は重要であるが争構音できない音は，個人によ
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　り構音のされ方が異なり，同じ音でも各人の音韻体系内

での意義は異っている。そこで個人毎の音韻体系を記述

し分析していくことが重要になってくる。

　最近，構音障害児の治療，構音発達の問題に対し，

d1stmct1ye　features（弁別的特徴）という言語学の概

念を適用した研究がなされている（lMenyuk，1968；

Winitz，1969；Crocker，1969；Oompton，1970；

McReyno1ds　and　Huston，1971；Caims，1972；

McReyno1ds　and　Benett，1972，Po11ack　and　Rees，

1972；011er，1973）。これらの研究者達は，構音の間題

をその子供の音韻体系の枠内で考えることを提案してい

る。子供や構音障害児の音韻体系は大人の音韻体系とは

異なって体制化された音韻で成りたち，子供にとり，そ

のシステムは完全である◎さらに誤りは規則的になされ

ていることをd1stmct1ve　featureをつかい説明してい

る。

　Jakobson，Fant，and　Ha11e（1951）は、言語音声を

スペクトログラムによって音響学的に分析し，世界中の

言語にみられるすべての本質的音声特徴を12の相互に対

立する2項対立によって規定できるとした。この2項対

立をなす性質がd1stmct1ye　featureで、これが同時的

に束をなしたものが音素である。Chomsky　and　Ha11e

（1968）は，Jakobsonらのd1stmct1veteaturetheory

をさらに発展させ13のdistincti∀e　featureを構音との

関係で記述している。彼らは音素というタームをつか

わず，13のdistincti▽efeatureにもとづいて単音

　（Segment）のカテゴライゼーションを行っている。た

とえば〔s〕と〔z〕の音は，voiceというdistinctive

featureで対立し（〔s〕は一volce，〔z〕は十v01ce），そ

れ以外のfeatureは共通である。

　Menyuk（1968）は，1才一3才の日本の子どもと，

2才半一5才のアメリカの子供の子音の正しい発音か

ら，各年令で，どのくらい各dlstmctwe　featureが使

用されているか調べ，feature使用の順序が，1　＋

nasa1（鼻音性）2．十grave（低音調性）3．十▽oice（有

声）4＋d1ffuse（拡散性）5＋contmuant（連続性）

．6．十strident（粗擦性）でアメリカと日本で共通であっ

たことを報告している（彼らは，Jakobson，Fant，and

Ha11eのd1st1nct1Ye　featureを使用している）。

Crocker（1969）は，d1stmct1▽e　feature　theoryによ

り，子供の音韻能力（Phono1og1ca1competence）の発

達をあらわす言語モデルを提案している、／p／，／w／，

／∀／という3つの音素を構成しているfeatureの東で

あるd1stmct1ve　feature　sets（他のすべてのfeature

setが発展していく最初のset－prme　feature　sets）

から新しいfeatureset（basesets，termma1sets）

が形成されてくる。この形成のために，子供は音そのも

の，featureそのものでなくfeaturesの操作に対する

ルールを獲得していくことをCrockerは主張してい
る。

　McReyno1dsandHuston（1971）は4才4ヵ月から

6才5ヵ月の重度の構音障害児の構音をdistinctiYe

featureで分析し，子供のfeatureの誤りは，その

featureを含む音を一貫してつらぬいていることを示し

た。さらにMcReyno1ds　and　Bemett（1972）は、

3人の構音障害児に対し，各子供の音韻体系にない

feature　に関係している1つの音の訓練が，　その

featureに関係している他の音へ般化していくことを実

証している。

　子供は，音そのものを1つずつ獲得していくのでな

く，言語そのものが有している内部の構造の系を利用

し，範晴化して音韻を学習していくと考えられる。

Crockerのいうように，元になるfeature　setsが形成

され，それに新しいfeatureが加えられる。既に存在

しているfeature　setと結合され，新しいfeature　set

が形成され，子供のレパートリーがいくつかの音韻に拡

げられていくことが予想される、勿論，音は特に初期に

は単独に獲得されるものでなく，コトバの中で具体的な

場面，物と結びついて獲得され，音声の記号化遇程と密

接に結ぴついている（中島，1969）が，本研究では音韻

だけをとりあげていく。さらに日本語のすべての音韻を

とりあげるのでなく，先にのべた内外の環境をとわず獲

得のおくれることが報告されている〔S〕〔Z〕〔∫〕〔tS〕
　（注）

〔dz〕の音の獲得過程をあきらかにする。

　音の獲得は，音声の認知の知覚的側面と，構音技術の

運動的側面の両側面の発達により行われていく。

　Jakobson（1941）は，tataとkakaという2語を話

しかけられれば誤りなく理解し区別したが、白分ではい

っもkakaをtataと言っていた1才児の例をあげ，幼

児は自ら発するより多くの音声を知覚弁別することをの

べている。またbateauという語を発音できない17カ

月の子供がbatonと言うとbateauと言われたと思

い，サイレンのまねをし，発音もできないし，知覚弁別

もできない例をあげている。∂沁K0H旺H（1960）によれ

ぱ，音の習得及びこれと結びついた正しい発音が発生す

るのは，大人の言語の中にある音と事子供自身により発

音される音声的形象が合致した時である。M1111sen

1966（村田，1970による）は、出力系（スピーチ行動

の生産），入力系（外部からの刺激と白已のスピーチの

受容），閉回路フィードバック（子供白身の発した音声

（注）　本論文では，音節毎に整理するが，最終的には単音の発達を問題

　にし“音クと記述していく。記述の記号は村岡（1970）P．12の「目

　本語子音の種類とその構音」の表に従った記号を用いた。以下に各

　音節の音を示した。　〔s〕サソセス，　〔z〕ザゾゼ，　〔dz）ズ，

　　〔tS〕ツ，〔∫〕シャショシュシ
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~i~)~V*;~. Cts) ~)f~:i~i~, C~)f~;i~:C~91.7"/. ~~~:~? 

Cu) ~~f~C~~~*r: Csu) (;~) (~f~:~: c=z~)~i~. Cf) 

~)~i~)f~f~:L~L}~ Ct!) ~~)f~;f~:~~65.98"/., Ct) ~c~f~;~: 

~~l0.51"/., Cs) c~~)t~;~:~~l7.78"/. c=a~~t*･. Cz) cc~~ 

~Cl~, Cd) Cdzj) Cr) ~)'f~;~:~~t~!~~~L~V*rc. C~) ~* 

~ Cr) ~)f~f~:I~~;F~l{i~~:~ ~~Fp~ ~~~;~~C~)7;~ h~'-'"'-"-'~*I-* 

~~f~~f~:~tL~V~7c. Cdz) Ic~~*~l~, 82.85"/.~~~~~ 

Cdzj) ~)fl~t~: c=,~~~~~ Cd) ~ Cr) ~)f~;~: c~a~Or-*. 

c~ C c~~ Cr) C~)fl~f~:I~, =-'-'~~~:~~'-･-･~-'*~~~~~t~~~tL~~*t..･. 

Cts) Icl)~+~}~, CtJ) ~~88.57~ Ct) ~>10 72~ ~~i~) 

~7 . ~~~i~ ~, ~~)f~~)~:}C~~*~1~tLIC'~'~;~-･･"'~" f~ El e~, 
= 

~lQ)~~~~~>~~~~~ ~tLt Jl~{~r~~]/~ (~;~: ~~: ~ 

nvenumi) ~~. B~~~I~~~tCa5 ~IC~5 ;~~i~=*~~>~ ~~~~tL t-* 

~~!f~~14~(~)~~~)~ k~;i~a) h~~,~*. 

58 ~1y~cD~~~1c~5ey~f~;~:c~~{.~='--･~ ~ ~, ~= ~)~~~~;~!~~~)~~*~~ 

~l~Cl)'~~~~"~-'-･*t･~'~ (f~~:-~*i~:C~~{;~~1~~IO~~-c~)~~~=~~i) i~2 ~~~~)~~~~~~~CF~;~t,"~~~{~ 

~
t
:
~
I
 

~~."~~~'--~ ~~*~~~~ ~
 

=~ '~"'~;~.~~~~ FEI ~~ 

CS) 

1889 

50 . 1 

( f ) 

1424 

41 . 2 

C z) 

2023 

80 . 4 

Cdz) 

635 

67 . 3 

C t S) 

572 

60 . 6 

(~~) ~~~~~~j~e~~~~O)f~~~~:=~+,~Ci-*~Ct~~~~b~{~ ("/･) 

~:3 ~~~~C~~~f~~)-･~~'*~~~~)~~~~: (~/.) 

∵㍗類 代　　置 歪 み 省 略

〔S〕 93．81 6．09 O．11
〔∫〕 95．58 3．79 O．63
〔Z〕 96．49 3．02 0．49

〔dz〕 97．32 1．42 1．26
〔tS〕 97．90 O．88 ，1．22

全音の平均1 ・・…1 ・．・・1
O．55

( 3 ) {~~~'t~O)~~0)~~~: 

7{i~~-;~y~:~)-~~~f,~~~f~)~~~~t~IC~~ ~7~7~:. ~~'~~~ f~~*~~~~ 

l~, (2)eC~)~1C~~4 CD'fl~t~~~ c=~=~~F~tLICV~tc~~, ~CD 

f~;~:~~~ i.I~ f~)~F~I c~;~fj~t~ Z~) ~ ~~C~)f~~:~?1~~~~~ 

I.-~i~'~' '~~1C~~1~~~(j~~~~;. tC~~-' I~ Cs) ~? Ct!) ~f~:~: 

UC~*;~ ~ a)e~ Cz) ~ Cdzj) ~f~;t~:~~V~;~ ~ ~)~~~ 

V~. Cs) ~ Ct) c=fl~~:~~V~~ ~ C~h~. Cz) ~ Cd) ~ 

f~~~:UCV~ ~ . ~~:~1~~~~~~~> ~f'~= ~tLlt4~)~P~~)~~~~lj'l~tC~ 

~~L~~~.4~~~~~:tJ. ~~5 a, b, c IC~~:T~J~ 5 t~~~}C~~~~'beJ 

~7C. ~~:~~t~~~~~)~:;~ ~ I ir-;~ ~ U~~~~1~(~)~~~~:r~j~ 

~, I ir-;~~ufC. ~~f-~~~~}*-~;~~~~~~y~;~)A~~~~~;! 

~~:_･~~E~~~1*~~~~~~~6 IC~:tj7c. ~i~~~!y~;~) 88.24 "/,~~ a ~~, 

~~a)~~~~~:~~;~ a5 . fC. 

F~:~~{~:L~L~ Cs) }~l2 Cf) e~ 
~' 

ll, Cz) i~8. Cdz) ~C~ Cts) i~, 3 ir~)~~ h--~~'="~-c~ 

~~~:~~:~tLtc. ~~~)~~~} (/J'~~, 1971) c=, ~~~.~'-･"'~'~~~=-~<'~:~~~ 

~~f~;~,U-~:u C~~;~~~~u~V* ~ * ~'~~.~'~'-･-'~t,~~~~~~'jJ't~:* < 

td!~;~eC1)t~, ~~-*'~~'O~e･**'-~;~~ ~ ~ ~ c~V~;~. ~~r*-~~~~~ 

U t~* ~ '~jl~ , "･-~---'~~-* Ftg(~~:I~~C J~ ;~.'~';~~'."~'･･-' ~~',~'~~~)~1 ~ t~~*~> ~ fC .~i~i 

~e~. Cs) eC~)~~~t(L-'e~~~~ Cu) ~~~fC~~V'tC Csu) 

(;~) ~>-~, y, ~ze~~ < ~~C~f,*'.*~,-.IC~'~~;~'~'-'-･'f,~~~~:~~-*,~~l~~>. 

fC. (L~ C=cl~~~F~]~lL~: ~~~~t~?~~~C(!~~1(L~~~~~l~) = 
~7. h ~>~. V~<'~;~rCD~~~~lE~~ UrL-~>-'~~1~'-'-'-' ~, ~~~~ -.-.*.*+*~ = 
~)~~h' ~~~~~jC~)IE~~~~~C~)~z~lf~:~:~?~~~~i~5 a, b, c ~)~~6 

~{IiC~i~~7C. 
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表4　各音の代置音の種類とその頻度及び比率

〔S〕の代置音 s／∫ s／t∫ s／t　　　s／ts s／hj s／h その他

代置の例 ．oル 6）ル ②ル ジゴ⑨
〔S）

ジゴ◎ フー○ン
ドーコ’ク（ローク）　　etC

頻　　度 781 439

比率（％） 44．07 24・77 伽．・・1・捌 0．45 O．17 0．23

〔∫〕の代置音 ∫／t∫ ∫／s 1／・l　l／・j ∫／ts その他

代置の例 オθ一ユ オ②一ユ1オ①一ユ．1オ◎一ユ パラ⑨∵ト
キカ（シカ）　　etC

〔∫〕

頻　度 898 …1…1・・ 22 9
比率（％） 65．98 “・・…一・…1i・．・・ 1．62 O．66

〔2〕の代置音 z／d ・／由jl・／・1・／j その他

代置の例1 ②ル
〔z〕

②ル ヒ⑤ ヒ㊥
テリー　ゼリー）　etC

頻　　度 1042　　　　　　　　650　　　　　　　　204 8 48

比率（％） ・・…1 33．30 10．45 O．41 2．46

〔d乞〕の代置音
・・／・・j　l・・／・

dz／r dz／j その他

代置の例
〔dz〕

頻　　度 512 49 34 6 17

比率（％） 82．85 7．93 5．50 O．971 2．75

〔tS〕の代置音 ts／t∫ ts／t

代置の例 ク6） ク◎
」tS〕

頻　度 496 60 ’ 1 4
比率（％） 88．57 10．72 I ’ O．71

　表5a，b，c各群の各段階について以下に簡単な説明

を試みてみる。

　α群Aは，〔s〕が〔t∫〕へ（サ，ソ，セ，ス→チャ，

チョ，チュ，ヂ），〔z〕が〔dzj〕（ザ，ゾ，ゼ→ジャ，

ジョ，ジェ）に，〔∫〕が〔t∫〕へ（シャ，ショ，シュ，

シ→ヂャ，チョ，ヂュ，チ），〔tS〕が〔t∫〕（ツ→ヂュ）

へ，〔dz〕が〔dzj〕（ズ→ジュ）に代置され，殆どすべ

ての音節，すべての語内位置で誤構音している。α群

Bは，〔∫〕が獲得され，Aの〔s／t∫〕の代置が，〔s／∫〕

（サ，ソ，セ，ス→シャ，ショ，シェ，シュ）の代置に

変化している。すべての語内位置、音節の〔S〕が〔∫〕

に代置されている被験児から，一部は正構音している被

験児もこの段階にいれた。他の音はα群Aと同じであ

る。α群Cは〔s〕が一部正構音され，一部〔∫〕に代置

されている。B段階で〔∫〕はすでに獲得されていたが，

C段階では一部は正構音され，一部が獲得されはじめた

〔s〕で代置されている。α群Dは，該当する被験児は

いなか．ったが，後にのべるα〆群にD段階のものがいた

ので設定した。〔S〕が正構音され身〔∫〕の一部が〔S〕

で代置されている。α群C，Dとも〔ts〕，〔dz〕に関し

てはα群Aと同じである。α群Eは，〔ts〕〔dz〕が獲

得され，〔∫〕が〔S〕の代置と一部正構音され，〔Z〕が

〔dzj〕の代置と一部正構音されている。また〔dzj〕の

音をテスト語にいれると，〔dzj〕も〔dz〕，〔z〕に一部

代置されていた（たとえば，カイジュー→カイズー茅ジ

ョー口→ゾー口）。

　α！群は〔z〕の代置音が〔dzj〕だけでなく〔d〕，

〔r〕にも代置されている以外はα群と同じである。本

来〔z／d〕の代置であるところが，その被験児が語中，

語尾の〔d〕を〔r〕で代置するので〔z／r〕まで変化し

ていると考えられる。テスト語の中にあったジドーシ

ャ，ショーボージドーシャをジローシャ，ショーボージ

ローシャと発音しているものがこの〔z／r〕の代置のあ

ったものに多かった。α！群Fは，〔z／d〕の代置が最後
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表5a　〔s〕〔z〕〔∫〕〔ts〕〔dz〕の音の誤構音の代置のパターン（α群，α・群）

群

α

群

α■

群

段

階

A

B

C

D

A

B

C

D

頻

度

6

16

10

O

5

7

12

81

7

6

代　　　　　　置

〔s／t∫〕〔z／dzj〕

〔∫／t∫〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔s／∫〕〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔z／dzj〕

〔s／∫，正〕〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔∫／s，正〕

〔z／dzj〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔∫／s，正〕

〔z／dzj〕

〔∫／・，年〕

〔z／dz〕，正〕

α群Aの他に
　〔z／d〕

α群Bの他に
　〔z／d〕

α群Cの他に
　〔z／d〕

α群Dの他に
　〔z／d〕

〔∫／・，兵〕

〔z／dzj，正〕

〔z／d〕

d．f．の代置

十a／－a，十c／－c

　　　　＋c／－c
＋a／－a

十a／－a
＋a／－a，十c／－c

十a／－a
－a／＋a
＋a／－a，十c／－c

十a／－a
－a／＋a
＋a／－a，十c／－c

一a／＋a
＋a／－a，十c／－c

α群Aの代置
十s／－s，十c／－c

α群Bの代置
十s／－s，十c／－c

α群Cの代置
十s／－s，十c／－c

α群Dの代置
十s／－s，十c／－c

一a／＋a
＋a／－a，十c／－c
＋s／－s，十c／－c

十s／－s，十c／－c

各音の平均正構音数及び構音状況

〔s〕（12）

O．17
×

2．94
×

6．00
△

○

11．80

0
O．OO

×

O．75
X

6．50
△

11．57

0

11．17

0

11．67

0

〔z〕（8）

O．OO
×

O．00
×

1．50
×

X

3．40
△

O．14
×

O．58
×

1．00
×

O．71
×

1．67’

×

4．00
△

〔∫〕（11）

0．83
×

10．75

0

7．50
△

△

5．00
△

O．29．

10．OO
○

7．50
△

6．00
△

7．50
△

10．67

0

〔ts〕（3）

O．OO
X

O．56
×

O．60
×

3．00

0
O．29

O．25
X

O．38
×

0．86
X

2．83

0

3．OO
○

1〔・・〕（・）

0．33
X

O．19
×

O．54
×

略

’鰯．80

　0

・O．OO

　×

O．17
X

O．88
×

0．14
×

2．83

0

3．00

0
（注）表5a，表5b，表5cの記号の説明

　d　fはdlstmct1ve　featureの略。

　aはanter1orの略。cはcontmuantの略。sはstr1dentの略。十はd　fの存在，一はd　fの欠如を示す。
　〔s／t〕は〔s〕が〔t〕に代置されていることを示す。

　十s／－sは，十str1dentであるべきところが一str1dentになっていることを示す。

　各音の構音状況で○は正構音，×は誤構音，△は正構音と誤構音が混在していることを示す。

までのこっている。

　β群A①は〔s〕が〔t〕へ（サ，ソ，セ→タ，ト，

テ）に代置されて〔Z〕が〔d〕に（ザ印ゾ，ゼ→ダ，

ド，デ）代置されている。ここでもα！群と同様〔z／

r〕の代置がある被験児もいる。母音〔u〕と結びつい

た〔Su〕は〔t∫u〕に代置されている。〔∫〕は，主に

〔t∫〕に代置されているが，〔t〕に代置されていること

もある。〔i〕と結びついていた〔∫i〕（シ）は，いつも

〔t∫i〕（チ）である。同プ被験児でも〔∫／t〕，〔∫／t∫〕の

代置の傾向は一定せず，各語内位置争各音節で各試行時

に浮動的に〔t∫〕〔t〕の代置を行っている。〔tS〕は

〔t∫〕へ〔dz〕は〔dzj〕へ代置されている。β群A②

は〔dz〕が〔d〕〔r〕へ（ズ→ドゥ，ル），〔ts〕が〔t〕

（ツ→トゥ）へ，〔Su〕が〔tu〕に代置されている以外は

A①と同じである。A①，A②は各音とも殆どすべての

語内位置，音節で誤構音している。β群Bは〔ts〕が正

構音され，〔Su〕（ス）が獲得された〔tSu〕（ツ）で代置

されている、それ以外はA①と同じである。Cは，B段

階から，さらに〔dz〕が獲得されている。Dはβ群C

が非一貫的に誤構音されており，〔S〕〔Z〕〔∫〕では正構

音と誤構音の混在である。Eは，〔∫〕が正構音され，

〔Su〕が〔∫u〕（ス→シュ）に代置されている。他の

〔S〕は，正構音あるいは〔t〕での代置，あるいは

〔h〕と〔s〕の申間の音の歪みになっている被験児がい

て，個人により異なっている。〔tS〕は〔t∫〕，〔dZ〕は

〔dzj〕，〔z〕は〔d〕で代置されている。E！は，α群、

α！群のD段階と同様〔s〕が先に獲得され，〔∫〕の一

部が〔s〕に代置されている。α！群Dと似ているが，β

群は〔∫／s〕の他に，〔∫／t∫〕の代置が残っている。他の

〔ts〕、〔dz〕，〔z〕に関してはβ群Eと同じである。
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表5b　〔s〕〔z〕〔∫〕〔ts〕〔dz〕の音の誤構音の代置のパターン

（β群）

群

β

群

段

階

A
①

A
②

C

D

E！

F

G

頻

度

15

8

2

12

3

5

2

1

2

代　　　　　　置 d．f．の代置
各音の平均正構音数及び構音状況

〔s〕（12）

〔s／t〕〔z／d〕

〔su／t∫u〕

〔∫1t∫〕

〔∫1t〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔s／t〕〔z／d〕

〔ts／t〕〔dz／d〕

〔∫／t∫〕

〔∫／t〕

β群A①で〔ts〕が正

〔su／tsu〕

〔s／t〕〔z／d〕

〔su／tsu〕

〔∫／t∫〕

〔∫／t〕

β群Cが非一貫的に誤

構音

〔s／tor歪or正〕

〔z／d，正〕

〔su／∫u〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔∫／s〕

〔∫／t∫〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔z／d，その他〕

〔s／歪み〕

〔z／d〕

〔su／∫u〕〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

十s／－s，十c／－c

＋a／－a，十c／－c

　　　　＋c／－c

＋s／－s，十c／－c

－a／＋a

＋a／－a

十s／－s，十c／－c

＋s／－s

　　　　＋c／－c

＋s／－s，十c／－c

－a／＋a

〔ts〕〔su〕以外A①

の代置

　　　　十c／－c

十s／－s，十c／－c

　　　　＋c／－c

　　　　＋c／－c

＋s／－s，十c／－c

－a／＋a

β群Cの代置

十s／－s，十c／－c

＋a／－a

一a／＋a

　　　　＋c／－c

．十a／－a

＋s／－s，十c／－c

十s／－s，十c／－c

十a／－a

O．47

X

O．OO

×

O．OO

×

O．OO

×

7．00
△

6．80

△

10．50

△

8．00
△

9．50
△

〔z〕（8）

0．47

X

O．25

×

0．00

×

O．92

×

2．67
△

2．00

△

1．50

X

O．00
×

8．00

0

〔／〕（11）1

1．20

×

O．75

×

O．00

×

1．33

×

6．00
△

10．80

0

5．00

△

11．00

0
10．50

0

〔t・〕（・）1

O．40

×

O．25

×

3．OO

○

2．92

0

3．OO
○

O．20

×

O．00

×

3．00

0
1．OO

×

〔dz〕（3）

O．07

×

O．25

×

O．OO

×

2．83

0

2．33

0

O．40

×

0．50

×

3．00

0
O．OO
X

Fは〔∫〕，〔dz〕，〔ts〕が正構音され，〔s〕が正構音，

あるいは〔t〕や〔h〕と〔s〕の中間の音の歪みになり，

〔z〕が〔d〕に代置されている。Gは〔su〕が〔∫u〕

に，〔dz〕が〔dzj〕に，〔ts〕が〔t∫〕に代置されてい

る。

　αβ群、βα、群は，この群に分類されるケースも少

く，一人の個人を最初の段階から追跡して得られた段階

でなく，α群あるいはβ群へ変化していく亜型かもし

れないが，仮定的に段階を設定した。αβ群Aは，〔s〕

が〔t〕に代置されている以外は，α群Aと同じであ

る。’Bは〔s〕と〔∫〕が獲得され，〔dz〕〔ts〕〔z〕がそ

れぞれ〔dzj〕，〔ヒ∫〕，〔dzj〕に代置されている。αβ群

Aの被験児を追跡検査したらAとBの段階の間に他の類

型が存在するかもしれない。

　βα群Aは実際ここへ入る被験児はいなかったが，αβ

群とは逆に〔S〕が〔t∫〕で代置されている以外は，β

群A②と同じであり，仮定的に設定した。Bは，〔∫〕が

獲得され，〔s〕が〔∫〕に代置されている。Cは〔dz〕、

〔ts〕が獲得され，〔s／∫〕，〔z／d〕の代置である。Dは先

に〔s〕が獲得され〔dz／d〕，〔tslt〕，〔z／d〕になってい
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　　　　　　表5c
（αβ群，β、群）

〔s〕〔z〕〔∫〕〔ts〕〔dz〕の音の誤構音の代置のパターン

鞍

αβ

群

βα

群

段

階

A

B

A

B

C

D

頻

度

2

1

O

2

1

4

3

代　　　　　置

〔slt〕

〔z／dzj〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔∫／t∫〕

〔z／dzj〕

〔ts／t∫〕〔dz／dzj〕

〔s／t∫〕

〔z／d〕

〔dz／d〕〔ts／t〕

〔∫／t∫〕

〔s／∫，正〕

〔z／d〕

〔dz／d〕〔ts／t〕

〔s／∫〕

〔z／d〕

〔dz／d〕〔ts／t〕

〔z／d〕

〔z／d，正〕

d．f．の代置

十s／－s，十c／－c

＋a／－a，十c／－c

＋a／－a

　　　　＋c／－c

十a／－a，十c／－c

＋a／－a

十a／－a，十c／－c

＋s／－s，十c／－c

＋s／－s

　　　　＋c／－c

十a／－a

＋s／－s，十c／－c

＋s／－s

十a／－a

＋s／－s，十c／－c

十s／－s

＋s／－s，十c／－c

十s／－s，十c／－c

各音の平均正構音数及び構音状況

〔s〕（12）

O．OO

×

12．OO
○

×

7．OO

△

11．OO
○

11．50

0
12．00

0

l！・〕（・）

O．OO

×

0．OO
×

×

O．OO

×

1．OO
×

O．50
×

3．33
△

1〔／〕（・・）

O．50

×

11．OO
○

×

11．00

0

11．00

0
1O．25

0
10．66

0

〔ts〕（3）

O．OO

×

O．OO
X

×

1．OO

×

3．OO
○

1．25
×

2．66

0

〔dz〕（3）

O．00

X

O．OO
×

×

O．50

．×

3．OO
○

0．75
×

3．00

0

表g各群の被験児の内訳

α α1 β αβ βα

αββα混合 z／dの為不明

計

京都市奈良市

1
2
2
2

2
2
0

1
3
2
τ 3

0
1
5

0
1

0
2

3
1
7
1計 34 22 34 3 6 1 2 102

る。Eは〔dz〕〔ts〕も獲得され〔z／d〕の代置である。

〔z／d〕だけの代置のものは，この段階の代置か，α！群

Fの代置か不明である。

（4）代置の型の変化

　追跡検蛮で変化した被験児はα群9名，α！群13名，

β群12名，β、群3名、α！群β群混合で変化したも

の1名であった。変化した被験児の段階，正構音数の変

化を個人毎に表7に示した。各群毎に被験児の改善過程

から表5a，b，cの段階の変化の過程，ならびに変化の

際の各音の相互関係をみてみよう。

　④α群，α！群での改善過程

　α群，α！群は〔Z〕の代置以外，同じパターンであ

るので一緒にとり扱っていく。

　AからBへ移行した被験児は①（被験児番号，表7参

照），⑭，⑭，⑫，⑲，⑭，⑲である。〔∫／t∫〕の代置か

ら〔∫〕が獲得され，〔t∫〕に代置されていた〔S〕が

〔∫〕に代置されるようになった。〔s／t∫〕〔s／∫〕の代

置，〔∫／t∫〕と〔∫〕の正構音があるA段階とB段階がオ

ーバーラップして変化していく被験児（①，⑬，⑭、

⑲）と，〔∫〕の獲得の前ぶれがみられると，次の回には

B段階へ移行しし急激に変化が行われた被験児がいた

（⑩，⑪，⑫）。⑩はこの変化が2週間の間に行われて

いる。B段階から正構音している⑥，⑦は，〔s〕〔ts〕

〔dz〕を同時に獲得している。C，DクE段階ではB段

階で既に獲得されていた〔∫〕が〔s／∫〕の代置から，

〔s〕が正構音される時に〔∫〕に一部〔∫／s〕の代置があ

らわれている。これは〔S〕と〔∫〕が子供の中で同じカ

テゴリーに属していた為に〔S〕が正構音されはじめる

と，いままで正しく構音していた〔∫〕までが〔S〕にな

り，いまだ〔S〕と〔∫〕の分化が完全に行われていない
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表7　追跡児の段階及び正構音数の変化

群

α

群

α1

群

β

群

βα

群

混
合

被験児
　No．

1
2
3
4
5

6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18．

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

ぷ
116

91

109

114

116

109

123

128

100

106

102

106

90

115

92

102

100

117

100

100

93

116

98

121

100

106

110

116

102

110

116

82

102

1O1

125

120

104

118

1

A　　　2

B　　11

B　　14

B 11

C 11

B　　22

B　　16

E　　28

E　　21

A　　　0

A　　　O

A　　　0

A 2
㈱B1 14

13

10

11

C 13

（A）B　l 12

D　　16

30

A①1 1
A① 4
A①1 5
A②1 4
A②1 1
A②1 5
C 12

A①1 9
22

26

A① 5
A①． 9

19

B　　19

D 27

βA①1
α！A1 7

2

A　　　3

B　　11

B　　11

C（助118

背1・・

正135
正136
正　　37

E　　27

A　　　O

A　　　O

A　　　1

A（B）

B
B

9
13

12

13

10

C　　15

C　　15

B　　　9

D　　21

F　　34

A①19
A①1　2

A①1　1

A②14
C　　　5

C　　1O

C　　14

A①110．．

G「夏
E　　29

A①；　7

A①18
C　　28

D　　24

E　　29

βA①19
α1A　l

3

A　　　1

B　　11

B　　14

正　　34

37

正　　37

正　　35

正…37
E　　28

B　　11

A　　　O

A　　　3

B　　13

C　　16

B　　12

B　　16

B　　11

αC（E）127

D　　21

C　　13

D　　24

正　　37

C（功110

B　　　5

A①1　4

A②　　3

C　　　5

D　　26

C　　12

A①110
E　　25

G　　29

E・111

E！119
E　　32

D　　23

E　　31

βE18

4

A（B）15

B　　11

B　　14

正136
正　　35

正　　33

B　　11

A　　　4

A　　　5

C　　26

E　　23

C　　12

D　　18

B　　1O

正

C
F

36

22

14

33

D　　　24

B　　　5

A①12
A①12
C　　　5

正　　36

D　　17

E　　19

G　　31

正　　37

E1115
E！125

D　　27

E　　33

βE＝α・B115

5

（A）B．7

C　　15

E　　27

正135
B　　13

B　　1O

A　　　6

C　　14

αB　　12

D　　17

B　　　9

C　　　5

A①14
正　　36

正　　33

F　　25

G　　31

E」17
正　　36

跨・・

6

B　　　8

B　　　9

B　　15

C　　　8

E1122

（注）各試行における段階（A，B……）は，表5a，b，cの段階を示す。段階の右は正構音数を示す。（）内の段階は1都オーバー

　　　　ラップしていることを示す。

得に至るコースがあることが予想された。各コースを実

際辿ったもの，辿ると予想されるものの頻度を表8に示

した。先の（3）（4）でのべた主な代置の群のα群、α■群，

β群では、どのコースを通っていくか，群別に各コー

スの占める割合を求めた。実際に各コースを通り音を獲

得した場合，通過申の場合，これから通ると予想される
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ものをこみにした比率である。α群，α■群では〔S〕に

ついては，④〔t∫〕→〔∫〕→〔s〕のコースを98．95％，α！

群では90．96％通っている。あるいは通ると予想される

（以下通ると予想される場合も通ると記述していく）。

β群では◎〔t〕→〔s〕を56．77％が通っている。〔su〕

（ス）に関しては，15．63％が，◎〔t∫〕→〔ts〕→〔s〕を

通る、また〔t〕→〔ts〕→〔s〕や〔t〕→歪み（〔s〕と〔h〕

の申間の音）→〔S〕を通るものも二わずかであるがいた◎

まだ正構音に至らないのでどのコースを辿るか不明であ

るが、〔t∫〕→〔t〕あるいは〔t∫〕⇔〔t）の浮動的使用も

β群で9．38％あった。

　〔∫〕に関しては，◎〔t∫〕→〔∫〕と，◎のコースを辿

っているが再び〔S〕で代置され正構音に至る㊦〔t∫〕一＞

〔∫〕→〔S〕→〔∫〕は同一線上に並ぶコースで両コースをこ

みにすると，α群85．36％，α〆群89．93％が，この6と

㊦を通る。β群は54．37％が◎の〔t∫〕→〔∫〕を通るが、

他に∂〔t〕→〔s〕→〔∫〕や〔hj〕の代置がなされていた。

〔t〕⇔〔t∫〕の浮動的使用は12．5％あるが，このうち8．12

％は〔t〕→〔t∫〕をとっており◎のコースを辿ることが

予想される。

　〔ts〕は殆どが（α群一100％，α！群一94．63％，β

群一68．18％），㊥〔t∫〕→〔ts〕のコ1ニスをとっている。

β群で①〔t〕→〔ts〕をとるものが11．36％いた。βα群

は，すべて①の〔t〕→〔tS〕であった。

　〔dz〕に関しては，α群はθ〔dzj〕→〔dz〕が100％

であるが，α！群はθが74．58％で〔d〕糾〔d差j〕の浮動的

使用及び，その他が15．25％あった。その他はβ群も

同じであるが，テスト語のネズミがネヌミになる順行同

化の代置からきていると考えられる。β群はθが60％

（〔d〕糾〔dzj〕のうち，主な代置は〔dzj〕であったもの

をいれると74％），㊧（〔r〕）→〔d〕→〔dz〕が12％であっ

た。

　〔z〕はα群はθ〔dzj〕→〔z〕が86．36％である。α！

群は㊧（〔r〕）→〔d〕→〔z〕が52．60％，〔dzj〕→〔z〕が

13，87％，〔d〕衿〔dzj〕の浮動的使用が30．06％あった、

β群は，（〔r〕）→〔d〕→〔z〕が75％，〔d〕→〔dzj〕の浮動

的使用が10．42％あった、〔d〕→〔dzj〕という方向性をも

っていない〔d〕⇔〔dzj〕の浮動的使用は，〔z〕の獲得を

遅らす一因となっているとも考えられる。

　各コースで逆転のあった場合，たとえば〔S〕を獲得

していく際に〔t∫〕→〔∫〕→〔t∫〕や，〔tS〕を獲得してい

く時に、〔t∫〕→〔tS〕→〔t∫〕のように追跡試行時に前段

階にもどるような場合があった数の各音のコース総数に

対する比率を求めた。逆転の全音の平均は，13．1％で，

残り86．9％は，表8のコースを逆転せずに辿っている。

　以上の結果より，〔S〕〔∫〕〔tS〕〔t∫〕〔t〕の代置音と

獲得音の関係，獲得のコース，〔z〕〔dz〕〔d〕〔dzj〕

表8　各音獲得に至るコースと各コースを辿る頻度

　　　コロス音
　　　名

〔S〕

イ

口

ノ＼

獲得のコース　　頻度
〔t∫〕→〔∫〕→0　　　　　292

〔t∫〕→〔ts〕→0　　　　　36

〔t〕一一一＞（）　　　　　　　　　　　　　　　　　112

〔t∫〕＜一＞〔t〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28

〔dzj〕一一一＞（）　　　　　　　　　　　　　　　　101

〔・〕ホ1（〔・〕）→〔・〕→○
226

1　〔d〕←＞〔dzj〕　　　　　　　　　　　　　　　　82

二！〔・・j〕→・

／・・〕ホ1（1・〕）・／・〕・・

107

13

1〔・〕糾／・・j〕　　　・・

へl／・／〕一→・

／l／・／〕→・→〔・〕→・

l／〕チl／t〕・／・〕・・

ll〔・／〕・／・・〕→／・〕→・

165

104

18

8
l／・／〕⇔1・〕　　　・・

ヌl／・／〕→・

lt・〕ルl／・〕→・

121

12

　　　　　　　　〔t∫〕ぐ今〔t〕9
（注）○は正構音を示す

〔r〕の代置音と獲得音の関係，獲得のコースを図1に図

式化した。

　考　察

　①　誤構音の種類について

　Mcdona1d（1964）は、感覚運動機能が大まかな間は

複雑な音声は省略されるだろう。その後，子供の聴覚

が，彼が聞くspeechの中でこれらの音を認知した時

それを発しようとする。しかし音の生産の為に必要とさ

れる運動を行うことができないので聴覚的運動的に似て

　　　　　（〔・〕）

　　　　　　↓

〔d・】〕冬　李〔d〕

〔Z〕

図1　各音獲得に至るまでのコース（表8の図式化）
　　　注（←……→は浮動的使用をあらわす）口は獲得音



66 幼児の構音における代置の誤りと、その改善過程の分析

いる音に代置される。その後，その音に近づけようとし

て歪みになると不正構音の種類について説明している。

　本実験においては，殆どが代置の誤りであった。それ

故，各個人において誤構音のタイプが省略→代置→歪み

のコースを辿るか否かは不明である。ただ2つの音の中

間にあり，歪みと判定された音は，正構音と代置音の中

問が多く，次の試行時に正構音できるようになっている

事が多かった。省略については，限られた被験児の誤り

であった。そのうち2名は長いテスト語（たとえばシャ

ボンダマ）を模唱できず省略している。彼らの精神年令

は2；6（I　Q81）と2；4（I　Q97）で，精神年令が

低く音を認知できず省略していると考えられる。また彼

らは誤構音数が多く，追跡検査によっても変化を示して

いない。Anderson1938（村田，1970による）は，聴覚

記憶と精神年令に相関があり，省略は音声弁別と深い関

係があることを報告している。

　⑨　代置の誤構晋と，その変化の過程

　子供は構音できない音は表4に示すような音に代置し

ていた。主な代置音を再度あげると（s／t∫〕〔s／∫〕〔s／t〕

〔∫／t∫〕〔∫／s〕〔∫／t〕〔z／dzj〕〔z／d〕〔dz／dzj〕である。

中西ほか（1972）は，4；O～6；11の東京都内の幼児

に絵カードを使用して構音検査を行った結果を報告して

いる。〔s〕の誤りとして頻度の多い順に〔∫〕（24．67％）

〔θ〕（20．83％），〔t〕（14．54％），〔t∫〕（14．05％），〔t・〕

（12．25％）をあげている。〔z〕については、ザゾゼズ

をこみにして〔dz〕としてとりあげているが，誤りの代

置は〔d3〕（54．21％），〔d〕（26．39％）の順である。

〔∫〕の誤りは〔t∫〕が大部分で　（79．86％），〔s〕（6．47

％），〔g〕（5．39％），〔t〕（1．44％）である。〔ts〕の誤

りは，〔t∫〕が70．43％、〔t〕が5．04％，〔s〕が7．21％で

あった（各音の誤構音総数に対する代置音の比率は筆者

が頻度より試算した）。誤構音の代置音，及び代置音の

頻度の順序は，本研究とよく一致している。

　Van　Riper　and　Irwin（1958）は、筋運動学の立場

から，主に6－8才の子供の誤構音についての特徴的な

誤りを説明している。沢山の代置があげられているが，

本実験でみられた代置についてのみとりあげていく。

〔s／t〕は舌が歯に接触して空気の流れがふさがれてい

る。〔s／∫〕は舌が広く溝をつくり，舌先が歯にゆるく接

触している。〔s／ts〕は舌先が大変ゆるく、やっと接触

し空気が舌先の上を流れていく。彼らは〔s／t∫〕は代置

者としてあげているが説明はしていない。〔∫〕について

は，〔∫〕は，かなり広いそして浅いくぽみを歯茎の隆起

の後の部分，あるいは硬口蓋の前の部分に対してつくっ

ている舌端で構音される。〔s／t〕〔∫／t∫〕では，後で溝

をつくるかわりに接触してしまっている。〔∫／s〕は，空

気の流れに対して適切な通路をつくることができない。

〔S〕の有一円音である〔Z〕については，細かい説明がな

く，無声音と同じであるとしている。これらは構音点，

構音様式が保存されていない代置を筋運動学的な立場，

即ち生産面より説明していったものである。聴覚面から

のアプローチはなされていない、

　Mcdona1d（1964）εま　〔P〕〔b〕〔t〕〔d〕〔k〕〔9〕〔θ〕

〔δ〕は，運動調節（生産）が触覚の機能を通じて有力に

なされる。〔S〕〔∫〕は触覚的固有受容器的印象も存在す

るが聴覚的印象と密接に結びっいているとしている。ま

たPowers1957（村田，1970による）は，歯擦音（s，

z，∫，3，ts，d3）の構音欠陥の理由として（1）歯擦音は高

い音（s音は8000～9000㌔，∫音は6000～7000㌔）なの

で認知，弁別がむずかしい。（2）歯擦音の構音機構は高い

精度を必要とすることをあげている。聴覚面からもこれ

らの音は認知するのがむずかしいのである。

　本実験で得られたα群，α！群，β群の代置のメカ

ニズムを構音機構から表示すると表9に示す通りであ

る。β群の〔s／t〕〔z／d〕は，歯音，摩擦音が構音点，

構音様式も異る歯茎音，破裂音に代置されている。β群

A②でみられた〔dz／d〕〔ts／t〕は歯音，破擦音である

べきところが，歯茎音，破裂音に変化している、〔dz／

dzj〕〔ts／t∫〕は，構音様式の破擦音は保存され，構音点

のみ歯茎音に変化している。α群，α！群の〔s／t∫〕〔z／

dzj〕は摩擦音，歯音であるべきなのに，構音様式，構

音点も異る破擦音，歯茎音に代置されている。〔s／∫〕は

構音点のみ歯茎音に変化している。α！群では〔Z〕は

〔dzj〕だけでなく〔d〕にも代置されている。α！群の

表9　構音機構からみた本実験で得られた代置

　　　　のメカニズム

構音点
構音様式 歯　音 歯茎音 硬口蓋音

無声 〔t〕

破裂音

有声 てd〕

無声 ／S〕芋・ 一一〔 〕→〔hj〕

摩擦音 、

有声
〔Z〕　　、

、

無声
　　、〔tS〕’ 、〔t∫〕

破擦音 、

有声 〔dZ〕
、剣〔dzj〕

無声
弾　音

有声 t。〕

璽璽帝α群，α’群，β群

　辛α群，α’群

一一今β群

鵠鈴α1群，β群
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きれる時，一anter1Orから十anter1Orの変化で同時に

　（前の試行時の被験児もいた），〔z／dzj〕〔ts／t∫〕〔dz／

dzj〕の代置から各音が獲得される。〔s〕が獲得されて

も，〔∫／s〕の代置が行われている者は，まだ一anteriOr／

＋anter1orがあり，混乱がみられるので〔z〕〔dz〕〔ts〕

の獲得は行われていない。そして〔∫／s〕の代置がなく

なれば，即ち一anter10r／＋anterlorによる代置がなく

なれば，他の音も獲得された。α！群F段階で〔z／d〕が

最後まで残るが，α！群での他の代置にはみられない

str1dentのfeatureのためであろう。

　β群の追跡検査では，先にのべた㊧⑪⑤のコースが

あることをのべた。㊧では，まず〔ts〕〔dz〕が獲得さ

れ，その後〔S〕〔Z〕〔∫〕を徐々に獲得していく。まず

一anter10rが十anter1Orに変化することにより〔tS〕

〔dz〕が獲得される。A①で〔su〕だけ〔t∫u〕に代置

されていた　（十anter10r／－anter10r，十contmuant／－

COntmuant）が，この一anter10rから十anter10rの変

化で〔ts〕（十cOntmuant／－contmuant）に変化した。

次に〔s／t〕〔z／d〕〔∫／t∫，t，ts〕の代置から各音を正構

音していく。〔S〕〔Z〕獲得の際には一COntmuantから

十contmuantへ，一strldentから十str1dentへの変化

が同時になされねばならない。〔∫／t〕〔∫／ts〕の代置は少

なかったが，前者は十anter10rから一anter1Orへ，一

contmuantから十cont1nuantへ，一str1dentから十

str1dentへの変化を，後者は十anter1orから一anter1or

へ，一COntmuantから十COnt1mantへの変化を行わね

ばならない。このβ群では徐々に非一貫的な獲得，あ

るいは〔S〕に関して〔t〕と〔S〕の申間音の歪み，〔∫〕

については〔hj〕の代置が生ずる被験児もいた。これら

は2つあるいはそれ以上のfeatureの変化を同時に組

み合わせ、新しいSetをつくるのがむずかしいことを

示しているのでないだろうか。⑪の辿る段階は，まず

〔∫〕を獲得し（一COntmuant→十COnt1nuant），同時

に〔su／t∫u〕　（十anter1or／－anter1or，　十contmuant／

contmuant）の代置が〔su／∫u〕（十anter10r／－antemr）

になっている　（E段階）。次に一anteriorから十

anteriorの変化で〔su〕〔ts〕〔dz〕が獲得され（F段

階），最後に一str1dentから十str1dent，一contmuant

から十COntmuantへの変化で〔S〕〔Z〕を獲得してい

く。あるいは一stridentから十stridentへ，一conti－

nuantから十COntmuantへの変化で先に〔S〕〔Z〕が

獲得され（G段階），一anteriorから十anteriorへの変

化に関する〔Su〕〔tS〕〔dZ〕が最後に獲得されていく。

③の辿る段階は先の⑪と同じであるが，先に〔S〕が獲

得され、〔∫〕の一部が獲得された〔S〕で代置されてい

ることが異っていた。α群，α！群と同じように〔∫／s〕

のanter1orに関する代置がなくなった時，〔ts〕〔dz〕

も獲得された。この③を辿る被験児には，〔Z〕が獲得さ

れた〔s〕に代置されたり，〔竿〕の一部に〔dzj〕の代置

があるものがいた。

　βα群についても同様に，一stridentから十strident

の変化をまずなし，〔dz／d〕〔ts／t〕の代置から〔dz〕

〔tS〕を獲得し，次に一anterlOrから十anter1Orの変化

で〔s／∫〕から〔s〕を獲得し，最後に一contmuantか

ら十c㎝tmuantへ，一str1dentから十str1dentの2つ

のdistinctive　featureの変化で〔z〕を獲得するもの

と。まず一anteriOrふら十anteriorの変化で〔s／∫〕

から〔s〕を獲得し，一stridentから十stridentへの変

化で〔dz／d〕，〔ts／t〕の代置から〔dz〕〔ts〕を獲得し，

最後に〔Z〕を獲得するものがいた。

　以上，各群についてdiStinCtiVe　featureの観点よ

り，各音の獲得に至る過程を検討した。

　Crocker（1969）は，d1stmct1▽efeatureそのもの，

あるいは音そのものを獲得するのでなく，以前にあらわ

れていないsetを形成するためのfeatureの操作に対

するルールを獲得していくことを提言している。本実験

からは子供がルールを獲得していくのか否かはわからな

いが，既に存在しているfeatureの組み合わせに，他

のfeatureを新しく組みいれていく時に。そのfeature

に関連している音が同時に変化，あるいは獲得されてい

くことがあきらかとなった。

　表8に各音を獲得する際のコースを設定した。その際

④〔t∫〕→〔∫〕→〔S〕，◎〔t∫〕→〔tS〕→〔S〕，㊧〔t〕→〔S〕

→〔∫〕のように，いくつかの音の代置を経て正構音に至

っている。これは，1つずつdistinctive　feature’を変

化させ，まずあるSetを形成し，より近い音に代置す

ることを子供自身が行っていることを示している。

Skmner（1938）は，すべての行動の学習は，現在その

生活体にとり比較的容易に形成することのできる単純な

大まかな特性に関して強化をあたえ，その大まかな特性

に関しての行動の分化が一応形成されると，次にはその

強化基準をつりあげ，もう少し細かな特性間に行動の分

化が生じるように強化の方針を変更していく。このよう

にして次第に行動を対立的に分化させて，遂には，きわ

めて特殊な水準にまで行動を分化させることができる。

村田（1970）によれはSkmnerのいう外的強化は，子

供自身の内有的な動機づけにより生じるのである。

　Piaget（1964）によれば，精神発達とは，より低い均

衡状態から高次の均衡状態へたえず移行していく漸次的

な均衡化であり，あいつぐ構造的な変換の遇程である。

子供が，構音できない音を手持ちの音で規則的に代置し

ているのは彼らなりの音韻体系をもち，より低い均衡状

態をなしているのである。本実験では，〔s〕〔z〕〔dz〕

〔ts〕〔∫〕の音の獲得遇程を通し，d1stmct1ve　feature
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を漸次変化させ，新しいfeature　setを形成し，より

高次の均衡状態へ移行していく音韻体系の構造替えをみ

てきた。構造替えの過程はG1eason（1961）ものべる

ように「単一の音声が図式に入ってくるのでなく，より

大きなクラスが，より小さなクラスにより置きかえられ

ていく」のである。Jakobs㎝（1941）は，幼児の音韻体

系が単純で粗大な特性の対立から，もっと複雑で微妙な

特性の対立へとしだいに分化的に認知されていく音韻対

立説を提唱している。この音韻の対立的分化の発達の速

度には個人差はあるが，一定の順序がある。言語開始段

階の母音体系構築は広母音から，また子音体系の構築は

口腔前面の閉鎖音から着手される。aが最初の母音とし

て出現し，唇音が普通，最初の子音として出現する。最

初の子音対立は口腔音と鼻音の対立　（たとえばPapa－

tata　mama－nana）が出現する。この2つの子音的

対立に続いて最初の母音的対立一広母音　対　狭母音

（たとえばPapa－p1p1）一が串現する。Jakobson　and

Ha11e（1956）は，音韻対立の発達順序をあげている。

このように新しい対立を獲得するごとに音韻の種類がま

していく。

　言語開始段階では，音韻の獲得が記号化過程と密接に

むすびつき，具体的なコトバの申で問題となってくる

が，はたしてJakobsonらのいうように二項対立によ

り一定の順序で獲得されてくるものかどうか，今後，同

一被験児についてO；9ごろの音声模傲期より観察し，

音韻体系の発達の全体の姿をあきらかにしていきたい。

実　験　1I

　目　的

　実験Iで，子供が誤構音し，実験者からの聴覚刺激を

うけても，まだ誤構音しているのは，次の3つの場合が

考えられる。

　①その音声を認知できていない、

　②その音声は認知できているが，自己の出した音をフ

ィードバックし，他者（実験者）からのモデルの音と比

較照合する自己監視機能が十分でない。

　⑧認知，自己監視機能は，働いているが，多くの筋の

協応などの運動的な技術が未発達である。

　ここでは，②の自己監視機能についてまで、掘り下げ

て調べることは，出来なかったが，構音と聴覚での音声

認知の関係を音声弁別検査を通してあきらかにする。実

験Iでの誤構音は，代置音と標準音（獲得すべき音）’を

耳でも弁別できず誤構音しているのか，耳では実験者か

らの標準音を認知できていて誤構音しているのだろう．

か。

　方　法

（1）構音検査　実験Iの構音検査により〔s〕〔z〕〔dz〕

〔tS〕〔∫〕の構音を調べ，各被験児の誤構音の代置の型を

実験Iの表5に従って分類した。

（2）弁別検査　Abbs　and　Mm1f1e（1969）と類似の

方法を用いた。視覚的に異っている絵（1枚は動物ある

いは人閻の絵，もう1枚は色あるいは線カード）を呈示

し，各々のカードに弁別すべき2つの音をマッチさせ

る。弁別すべき2つの音は次の通りである。

　イ．〔s〕〔z〕〔∫〕〔ts〕〔dz〕の標準音を，それぞれの

代置音に母音の結合した音節の対（たとえば〔Sa〕一

〔ta〕）。代置音は，幼児の誤構音により異り，また弁別

対の数も子供により異っていた。

　口．当人は誤構音の代置音として用いていないが，代

置音としてよく用いられた音と標準音の音節の対（たと

えばα群の被験児に対し〔tO〕一〔SO〕）。

　ハ．標準音と最も音の間の差の大きな音節対　（disti－

nct1ve　featureの違いの数によった。たとえば〔so〕一

〔go〕，〔ze〕一〔ke〕，〔∫a〕一〔ma〕等の5対）、

　イ，p，ハあわせて最低12対の弁別検査を行った。母

音との組みあわせで（弁別対同士の母音は同じ），12対

以上施行した被験児もいた。

　教示　たとえば〔Sa〕と〔ta〕の弁別対の場合をのべ

る。「今から2枚の絵をみせます。2つの絵に名前をつ

ける遊びをしますから，よくその名前を覚えておいて下

さい。（動物の絵カードを呈示し）これは“サ、という

名前よ（2，3回くり返す）。これは“タ心という名前

よ（2，3回くり返す）。先生が’サ、といったのはど

っち？」子供にカードを取りあげさせる。正しい絵をと

った場合には，裏に星の印がついている。弁別対の呈示

順序，正反応のカードの位置，正反応の音は被験児ごと

にランダムにされた。

（3）被験児　実験Iの京都地方の被験児　2；7～5

；7　25名。誤構音のなかった正構音児　2；11～4；

0　8名。

　結果と考察
　実験Iの表5による代置の型，誤構音数，弁別検査の

個人毎の結果を表11に示した。正構音児については1名

以外すべて弁別は正反応で表は省略した、イと口の弁別

検査の対の数は被験児により異っていたので，誤数を検

査した対で除した比率で弁別の誤りをあらわした。また

表12の右側に，子供の代置音を用いた最少対語（mm卜

ma1pairs）一2つの音のちがいがwordの識別に重

要（たとえばカサとカタ）　を絵にあらわし，これによ

り弁別検査を行った結果を示した、最少対語の絵カード

による弁別検査は，年少の幼児にも可能な，わかりやす

い方法であるが，子供の代置音を用い、しかも子供がよ

く熟知していて，絵であらわせる最少対語は少ないため
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表11被験児の代置のパターンと音声弁別の誤り

被験児
　NO．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

C．A．

2；7
2；8
2；9

3；0
3；1
3；4
3；5

3；10
4；11
5；6
3；9

3；11
4；0
2；6
2；8
2；9

2；10
2；11
3；1
3；6
3；9
4；0
4；4
3；1
5；7

代置の
　型
（表5）

βA②
βA①
βC

βA①
βA①
βA①
βD

βA②
βC

βA①
βαD

αβA

αβC

αB

αC

αB

αA

αB

αA

αB

αC

αC

αA

α1D

α！A

（注1）噌竈鶏別誤り・…1

正構音
　数

O
0
7
1
0
3
8
0
6
0

26

0
23

11

20

15

0
11

0
11

13

11

3
21

1

M
S　D

音声弁別誤り（％）注1

被験児の
代置音

0，0

20，0

45．5

0，0

42，8

46，2

16，7

14，2

77，8

25，0

25．O

O．O

O．0

50，0

60，0

46，2

35，7

10，0

42，9

61．1

0．O

O．0

27，3

57，1

54．5

30．32

23．14

他　の
代置音

14，3

28，3

16．7

0．O

O．O

O．O

O．O

O．O

O．0

20．O

O．O

O．O

O．0

44．4
9．1

0．O

O．O

O．O

O．0

11．1

0．O

O．O

O．0

0．O

O．O

5．76

11．06

d．f．が
最大差音

O．0

28，3

　0

0．0

0．0

0．O

O．0

0．O

O．0

20．O

O．O

O．0

0，0

71，4

16．7

0．O

O．O

O．O

O．0

0．O

O．O

O．O

O．O

O．0

0．O

5．46

15．27

具体的な絵での音声弁別注2

ウシ

ウヂ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

クシ

クヂ

○

○

○

○

○

○

ソラ

トラ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

カサ

カタ

ノベス

ノマツ

○

○

○

（注2）○は正反応　xは誤反応

　　空欄は実験を行っていない

に弁別検査として本格的に用いることはできなかった。

　正構音児は8名のうち1名が11．8％の弁別誤りをした

以外は弁別誤りはなかった。誤構音児で④標準音一代置

音の弁別対をチャンスレベル以上に誤っているのは，表

13に示すように，被験児9，14，15，20，24，25であ

る。被験児14は，d－stmctlve　featureの最大差音との

対も71．4％誤っている。生活年令が2才6ヵ月で，ζの

．検査では最低の年令で，この弁別課題そのものができな

かったといえる。具体的な絵での弁別対には，この被験

児の代置音との弁別対ではなかったが正反応している。

被験児25は，具体的な絵での弁別対にも失敗している。

代置音以外の対には成功しており，標準音の認知ができ

ていないのかもしれない。他の被験児は具体的な絵での

弁別検査には成功している。誤構音していても，代置音

一標準音の音声弁別の誤りのなかった被験児は，1，4

12，13，21，22である。標準音一代置音の音声弁別の誤

りの平均は30．32％，標準音一よく用いられる代置音の

音声弁別の誤りの平均は5．76％多標準音一標準音と

d1stmct1ve　featureが最大差をもつ音との弁別の誤り

の平均は5．46％であった。3つの平均値間には有意な差

があり（F（2，72）＝16．46，Pく．005）、各平均値間をテユー

キー法により検定したところ標準音一代置音の弁別対の

誤りの平均値は，他の2つの弁別対の誤りの平均値より

有意に高かった。しかし30．32％という数値はチャンス

レベル以下の誤りである。代置音と標準音との音声弁別

は、正構音している音での音声弁別より，抽象的な音だ

けを問題としているので，ふたしかであるが，誤構音し

ていても聴覚での音声弁別はある程度できているのでは

ないだろうか。

　構音欠陥と音声弁別の関係については沢山の研究がな

され，相関を支持する研究，相関を否定する研究，様々

である。構音欠陥の欠陥度の聞題，年令，知能等、種々

の要因が証拠の対立を生じさせている。McReyno1ds，

Kohn　and　W1111ams（1975）は，d1stmct1ve　feature
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生産の誤りとdlstmct1▽e　feature弁別の誤りの関係を

調べている。6つのd1stmct1ve　featureをとりあげ，

各d1stmct1vefeatureで最少に対立している2つの音

（たとえば十COntmuantと一COnt1mantで対立する

／∫／－／t∫／）の弁別を5．8～8．9才の正構音児と3．5～7．3

才の構音欠陥児について調べている。生産できない

featureは，弁別も誤ることを予想したが，予想に反し

正構音児と同じくらい（平均84％）各featureを弁別

できたことを報告している。

　実験皿の音声弁別検査の結巣から，〔s〕〔z〕〔dz〕

〔tS〕〔∫〕の音については，実験者からの聴覚刺激をう

けても，代置して誤構音しているが，聴覚のレベルで

は，代置音と標準音の弁別は，ある程度できていること

が示唆された。d1stmct1Ye　featureのパラメータは聴

覚的なCueと運動的なCueが分離されていない。実

験Iでの正構音獲得に至るd1stmct1ve　featureの変化

の遇程は，構音の仕方を学習する運動学習，あるいは自

己音声の認知と標準音の照合の自己監視機能の成立の遇

程であったといえるのでないだろうか。

　本研究では個体内での構音発達を主に形式的な側面か

らみてきた。この方向での研究をすすめていくには，音

声の厳密な記述が重要であり，ソナグラフによる周波数

分析により音声の変化の遇程をとらえていくことが必要

である。

　生得的、自己生成的発声活動から構音活動への発達遇

程，構音活動における成人の音韻体系への発達遇程を解

明していくためには同一被験児についての長期の追跡調

査が他の精神機能との関連の中で，親一子関係などをも

含めた，より広い観点から行われていく必要がある。以

上のような健常児の発達遇程については勿論のこと，構

音障害をもつ子供の正構音獲得へのプロセスを明らかに

し臨床治療の基礎研究をしていかねぱならない。本研究

で得られた知見を構音障害をもつ子供の実際の治療に役

立てていきたい。

要　　　　約

　幼児の構音発達で内外の環境をとわず獲得の遅れるこ

とが従来の研究より報告されている〔s〕〔z〕〔dz〕〔ts〕

〔∫〕音の構音とその改善過程について調べた。実験Iは

構音の生産面をとりあげ，実験■は認知面をとりあげ一

た。2；6～5；8の102名の幼児について絵カードに

よる構音検査を行ったところ，構音できない音は彼らの

音韻体系の中にある手持ちの音で代置していた。代置の

誤構音には規則性があり，上にあげた各音は密接に関係

していた。Chomsky　and　Ha11e（1968）のd1stmct1ve

feature　theoryにより代置の規則性をみると，大別し

て，COntmuant，anterlOrに関する代置の群（α群，

α！群）とc㎝ヒmuant　str1dentに関する代置の群（β

群）であった。先にあげた被験児60名にっいて約3週間

間隔で構音検査を3～6回行い追跡した、子供は音を1

つずつ獲得していくのでなく，各音が相互に密接に関連

し，範晴的に学習している。distinctive　feature　theory

からみると，改善過程は，d1stmct1ye　featureを漸次

変化させていく過程であり，既に存在しているfeature

の組みあわせに，他のfeatureを新しく組み入れてい

く時に，そのfeatureに関連している音が同時に変化

，したり，獲得されていく。これらのことを1人1人の追

跡児の各音の代置の規則性の変化を分析することにより

あきらかにした。

　実験皿では，実験Iの被験児が実験者からの聴覚刺激

をうけても代置して誤構音しているが，聴覚では正しい

音を認知できているか否かをその子供の代置音と標準音

の音声弁別検査により調べた。25名申6名は誤構音して

いても聴覚では代置音と標準音を正確に弁別していた。

25名の代置音と標準音の弁別誤りの平均は30．32％であ

った。コントロール対の弁別より誤りは有意に高かった

が，約70％は標準音と代置音の弁別が可能であり，ある

程度聴覚では，誤構音していても正しい音を認知できて

いると考えられる。実験Iでの音の獲得の遇程は，構音

の仕方を学習する運動学習，あるいは白己音声の認知と

標準音の照合の白已監視機能の成立の過程であったとい

えるのでないだろうか。今後の検討が必要である。
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